
地
球
環
境
基
金
が
産
声
を
上
げ
た
１
９
９
３
年
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ・Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
う
言
葉
が

ま
だ
珍
し
かっ
た
時
代
で
す
。

［20年の軌跡］
2

写真提供：特定非営利活動法人野外教育学修センター「魚沼伝習館」
（山林資源を環境教育の場として、小中学生とその保護者を対象に活用している自然体験プログラム「うおぬまわくわくキッズ」の様子）
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地
球
環
境
基
金
は
ど
の
よ
う
に
し
て
誕
生
し

た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

１
９
９
２
年
に
開
催
さ
れ
た

「
地
球
サ
ミ
ッ
ト
」が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と

は
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、最
初
に
地
球
サ
ミ
ッ
ト

を
め
ぐ
る
国
内
外
の
政
治
状
況
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
。

地
球
サ
ミ
ッ
ト
前
夜

　

89
年
、国
連
総
会
に
お
い
て
地
球
サ
ミ
ッ
ト
の

開
催
が
決
議
さ
れ
た
の
を
受
け
、90
年
か
ら
92
年

に
か
け
て
４
回
の
準
備
会
合
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
と
並
行
し
、気
候
変
動
枠
組
条
約
、生

物
多
様
性
条
約
に
つい
て
の
条
約
交
渉
や
国
際
会

議
も
開
催
さ
れ
、「
開
発
途
上
国
に
お
け
る
開
発

の
重
要
性
」「
持
続
可
能
な
開
発
を
行
う
た
め
の

資
金
協
力
」等
の
議
論
が
各
国
間
で
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。こ
こ
で
懸
案
と
な
っ
た
の
が
資
金
問

題
。開
発
途
上
国
と
先
進
国
の
溝
が
埋
ま
ら
ず
、

地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
の
合
意
形
成
が
危
ぶ
ま
れ
る
状

況
で
し
た
。

　

問
題
の
行
き
詰
ま
り
を
解
決
す
る
た
め
に
、国

連
地
球
サ
ミ
ッ
ト
の
モ
ー
リ
ス・ス
ト
ロ
ン
グ
事
務
局

長
は
、あ
る
打
開
策
を
講
じ
ま
す
。そ
れ
が「
地

球
環
境
賢
人
会
議
」の
開
催
で
、各
国
政
府
の
立

場
に
拘
束
さ
れ
な
い
人
た
ち
に
資
金
需
要
や
資

金
源
、使
途
等
に
つい
て
討
議
し
て
も
ら
い
、合
意
へ

の
道
筋
を
つ
け
よ
う
と
し
た
の
で
す
。92
年
４
月

15
〜
17
日
、東
京
で
開
催
さ
れ
た
本
会
議
の
参
加

者
は
、カ
ー
タ
ー
元
米
大
統
領
、マ
ク
マ
ナ
ラ
元
世

界
銀
行
総
裁・元
米
国
防
長
官
、黄
華
元
中
国
外

相
、ウ
ル
ス
テ
ン
元
ス
ウェー
デ
ン
首
相
、リ
ー・ク
ア
ン

ユ
ー
元
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
首
相
、大
来
佐
武
郎
元
外
相

ら
17
カ
国
29
人
の「
賢
人
」た
ち
。な
お
、こ
の
会
議

の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
竹
下
登
元
総
理
の
尽
力
が

あ
っ
た
こ
と
は
関
係
者
の
間
で
は
広
く
知
ら
れ
た

事
実
で
、海
部
俊
樹
元
総
理
、平
岩
外
四
経
団
連

会
長
と
と
も
に
本
会
議
の
ホ
ス
ト
役
を
務
め
て
い

ま
す
。本
会
議
の
冒
頭
、竹
下
元
総
理
は「
環
境
を

守
り
つつ
経
済
発
展
を
さ
せ『
持
続
可
能
な
開
発
』

を
進
め
る
に
は
、ど
う
いっ
た
対
象
に
資
金
を
投
ず

る
の
が
効
果
的
で
、ど
ん
な
仕
組
み
や
機
構
で
資

金
を
供
給
す
る
の
が
効
率
的
な
の
か
。資
金
源
を

ど
こ
に
求
め
る
か
等
の
難
問
は
あ
る
が
、人
類
共
通

の
利
益
に
立
っ
た
成
果
を
期
待
し
た
い
」と
挨
拶
し

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、最
終
日
の
17
日
に
は「
地
球
環
境
と

開
発
の
た
め
の
資
金
に
関
す
る
東
京
宣
言
」を

採
択
。地
球
サ
ミ
ッ
ト
事
務
局
が
試
算
し
た
年
間

１
２
５
０
億
ド
ル
に
上
る
開
発
途
上
国
へ
の
環
境

対
策
資
金
に
つい
て
は
、結
局
、先
進
国
と
開
発
途

上
国
間
で
資
金
配
分
に
つ
い
て
の
合
意
は
成
立
し

環境庁発足 1971

ラムサール条約とワシントン条約に日本が加盟 1980

ウィーン条約（オゾン層保護）採択 1985

モントリオール議定書（オゾン層破壊物質削減）採択1987

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）設立 1988

アルシュ・サミット（初の環境サミット）開催1989

地球温暖化防止行動計画決定 1990

「再生資源利用促進法」公布 1991

地球環境賢人会議（４月15～17日）
地球サミット（6月３～14日）

1992

環境事業団改正法案提出（２月）
環境基本法案提出（３月）
地球環境基金創設（５月28日）
「環境基本法」制定（11月）

1993 ……………………

■地球環境基金創設までの動き

20年の軌跡yearsThe history of      

プロローグ1 ●地球サミット前夜

地球環境基金の創設2
●地球サミットで基金創設を表明
●創設当初の支援状況
●創設期の環境ＮＧＯの実態

創設後10年間の動向3
●協働・連携のための先進的なプラットフォーム
●基金周知のために活発な広報活動を展開
●10周年記念イベントを開催

進化する助成事業4 ●より良い支援のために活動実績を評価
●助成対象の裾野を広げる「入門助成」の新設

基金のもう一つの柱「振興事業」5 ●環境NGO・NPOのいまが分かる「環境NGO（・NPO）活動状況調査」
●「研修・講座」の体系、内容の変遷

明日の地球環境基金6 ●勉強会、ワークショップの実施
●次の20年に向けたビジョン

データで見る推移
●助成金額と件数の変遷
●助成活動分野の変遷
●活動地域

1プロローグ



1620 年の軌跡17

ま
せ
ん
で
し
た
が
、先
進
国
に
よ
る
技
術
移
転
計

画
の
増
加
を
提
言
す
る
等
の一定
の
成
果
を
上
げ
、

同
年
６
月
に
開
催
さ
れ
る
地
球
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け

た
地
な
ら
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
東
京
宣
言
」後
の
記
者
会
見
で
竹
下
元
総
理

は
、新
た
な
環
境
対
策
基
金
の
設
置
構
想
や
環
境

行
政
の
全
面
的
な
見
直
し
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、宮
澤
喜
一
総
理（
当
時
）は
公
式
の
場
で

「『
環
境
基
本
法
』は
作
成
中
で
あ
り
、９
月
に
は

国
会
で
制
定
す
る
」と
表
明
。国
内
外
に
、地
球
環

境
問
題
は
日
本
の
重
要
政
策
で
あ
る
と
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、言
及
さ
れ
た「
環
境
基
本
法
」は
諸
般

の
事
情
に
よ
り
、地
球
サ
ミ
ッ
ト
開
催
後
の
93
年
11

月
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

93
年
５
月
28
日
に
創
設
さ
れ
た
地
球
環
境
基

金
。初
年
度
の
助
成
金
の
募
集
期
間
は
６
月
23
日

か
ら
８
月
10
日
ま
で
で
、こ
の
間
に
２
５
８
件
約

21
億
円
の
申
請
が
あ
り
、そ
の
中
か
ら
１
０
４
件

約
４
億
円
が
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
基
金
創
設
を
表
明

　

92
年
６
月
３
日
か
ら
14
日
に
か
け
、「
環
境
と
開

発
に
関
す
る
国
連
会
議（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）」が
ブ

ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
、１
７
２

カ
国
の
政
府
代
表
、国
際
機
関
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
参
加

し
ま
し
た
。こ
の
会
議
に
は
、日
本
か
ら
は
中
村
省

三
郎
環
境
庁
長
官（
当
時
）を
政
府
代
表
と
す
る

代
表
団
が
参
加
。宮
澤
総
理
は
出
席
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、会
場
で
配
布
し
た
宮
澤
総
理
の
演

説
文
で
は「
過
去
３
年
間
で
４
０
０
０
億
円
だ
っ

た
環
境
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
、１
９
９
２
年
度
か
ら
の
５
年
間

で
９
０
０
０
億
円
か
ら
１
兆
円
に
大
幅
に
強
化
す

る
」と
決
意
を
表
明
し
て
い
ま
す
。ま
た
、４
月
に

東
京
で
開
催
さ
れ
た「
地
球
環
境
賢
人
会
議
」で

ホ
ス
ト
役
を
務
め
た
竹
下
元
総
理
も
、現
地
で
開

催
さ
れ
た「
賢
人
特
別
会
議
」に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
参
加
。ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
の
挨
拶
の
中
で
、「
地
球
環

境
保
全
を
目
的
と
し
た
官
民
共
同
基
金
を
創
設

す
る
た
め
に
、政
府
は
１
９
９
３
年
度
予
算
の
概
算

要
求
を
す
る
こ
と
を
決
め
た
」と
発
表
。地
球
環

境
基
金
創
設
に
向
け
、具
体
的
な
動
き
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。93
年
２
月
、環
境
事
業
団
改
正
法
案

が
第
１
２
６
回
国
会
に
提
出
さ
れ
成
立
す
る
と
、

環
境
庁
が
中
心
と
な
り
国
の
特
殊
法
人
で
あ
る
環

境
事
業
団
内
に
地
球
環
境
基
金
を
創
設
し
ま
し

た
。本
基
金
は
、国
と
民
間
の
双
方
が
資
金
拠
出

を
行
い
、内
外
の
民
間
団
体
に
よ
る
地
球
環
境
保

全
活
動
に
対
す
る
助
成・情
報
提
供・研
修
等
の
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、環
境

年
制
度
化
）等
が
、民
間
支
援
と
し
て
は
経
団
連

自
然
保
護
基
金
や
笹
川
平
和
財
団
、日
野
自
動

車
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
、日
本
生
命
財
団
、イ
オ
ン
グ

ル
ー
プ
環
境
財
団
、全
国
労
働
者
共
済
生
活
協
同

組
合
連
合
会
等
が
あ
り
ま
し
た
。当
時
の
民
間
の

助
成
金
額・件
数
を
見
る
と
、主
だっ
た
も
の
で
は
笹

川
平
和
財
団
が
約
１
億
４
０
０
０
万
円・８
件
、経

団
連
自
然
保
護
基
金
が
約
１
億
２
０
０
０
万
円・18

件
、日
本
生
命
財
団
が
約
１
億
１
０
０
万
円・55
件

と
い
う
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

各
支
援
制
度
に
お
け
る
助
成
金
の
原
資
は
異

な
り
ま
す
。地
球
環
境
基
金
の
場
合
は
、93
年
度

は
政
府
出
資
金
10
億
円
と
民
間
出
え
ん
金
約

10
億
円
が
地
球
環
境
基
金
の
造
成
に
充
て
ら
れ

ま
し
た
が
、運
用
益
は
約
２
８
０
０
万
円
で
、こ
れ

に
国
か
ら
の
補
助
金
４
億
９
０
０
０
万
円
及
び
民

間
寄
付
金
９
０
０
０
万
円
等
が
加
え
ら
れ
た
約

６
億
１
０
０
０
万
円
が
原
資
と
な
って
い
ま
す
。翌

94
年
度
の
運
用
益
は
７
９
０
０
万
円
、国
か
ら
の
補

助
金
が
８
億
１
０
０
万
円
。そ
の
後
も
国
か
ら
の

補
助
金
が
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
る
と
い
う
原

資
の
構
造
は
変
わ
ら
ず
、事
業
を
推
進
す
る
に
は

国
の
支
援
が
欠
か
せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。こ

う
し
た
背
景
も
あ
り
、過
去
に
特
殊
法
人
等
へ
の

財
政
支
出
の
大
幅
削
減
が
行
わ
れ
た
際
、地
球
環

境
基
金
の
助
成
を
受
け
て
い
た
民
間
団
体
が
環
境

省
に
対
し
、「
地
球
環
境
基
金
への
財
政
支
出
削
減

を
見
直
し
て
ほ
し
い
」と
陳
情
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

庁
の
ほ
か
農
林
水
産
省
や
通
商
産
業
省
、運
輸
省
、

建
設
省
の
協
力
を
得
て
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
球
環
境
基
金
の
事
業
実
施
に
あ
た
り
、３
つ

の
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。運
営
に
指
導・助

言
を
与
え
る
運
営
委
員
会（
初
代
委
員
長
／
近

藤
次
郎
中
央
環
境
審
議
会
会
長
）、助
成
事
業
の

実
施
に
助
言
す
る
助
成
専
門
委
員
会（
主
査
／
廣

野
良
吉
成
蹊
大
学
教
授
）、そ
し
て
振
興
事
業
の

運
営
に
助
言
す
る
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
推
進
委
員
会

（
委
員
長
／
木
原
啓
吉
千
葉
大
学
教
授
）で
す
。

こ
の
う
ち
、運
営
委
員
会
と
助
成
専
門
委
員
会
、

そ
し
て
２
０
０
４
年
に
設
置
さ
れ
た
評
価
専
門
委

員
会
の
３
委
員
会
は
、現
在
も
地
球
環
境
基
金
の

公
正
か
つ
効
率
的
な
運
営
を
支
え
る
組
織
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、地
球
環
境
基
金
の

役
割
が
、間
接
的
な
が
ら
環
境
基
本
法
の
中
に
規

定
さ
れ
た
こ
と
で
す
。つ
ま
り
、地
球
環
境
保
全
等

に
関
す
る
国
際
協
力
の
推
進
に
は
民
間
団
体
の
活

動
が
必
要
で
あ
り
、そ
れ
を
国
が
支
援
し
て
い
く

こ
と
を
明
記
し
た
の
で
す
。

創
設
当
初
の
支
援
状
況

　

93
年
当
時
、環
境
保
全
活
動
を
行
う
民
間
団

体
に
対
す
る
支
援
制
度
に
は
、公
的
支
援
と
し
て

新
た
に
創
設
さ
れ
た
環
境
事
業
団
の「
地
球
環
境

基
金
」の
他
に
、外
務
省
の「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
事
業
補
助
金
」

「
草
の
根
無
償
資
金
協
力
」（
と
も
に
89
年
制
度

化
）、郵
政
省
の「
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
」（
90

20年の軌跡yearsThe history of      

国

国内民間団体による開発途上地域の
環境保全のための活動

国民・企業等

出資

寄付

民間の環境保全活動の振興に必要な
調査研究、情報提供、研修

国内民間団体による国内の
環境保全のための活動

海外民間団体による開発途上地域の
環境保全のための活動

運営費交付金

運用益

助
成
事
業

振
興
事
業

独立行政法人
環境再生保全機構

■地球環境基金の仕組み

諮問 助言

助成専門委員会 評価専門委員会

運 営 委 員 会

地球環境基金
約141億円

■事業費の原資構成（1993年度と2012年度の比較）
基金運用益 国からの補助金・交付金

1993年度

5.4%

2012年度

24.2%

1992年６月３日、地球サミットが開催されたリオデジャネイロのリオセントロ国際会議場でコロル・ブラジル大統領（右）と握手する竹下登元総理。左は海部俊樹前総理
 （写真提供：毎日新聞社）

2地球環境
基
金
の

創
設

1992年６月に開催された地球サミット（写真提供：共同通信社）
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新
た
な
支
援
制
度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
地
球

環
境
基
金
で
し
た
が
、当
時
は
こ
う
し
た
支
援
制

度
に
対
し
、「
政
策
提
案・研
究
型
活
動
に
対
し
助

成
が
不
十
分
」「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
組
織
的
発
展
を
視
野

に
入
れ
て
い
な
い
」「
短
期・単
発
的
な
支
援
に
偏
っ

て
い
る
」等
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の

後
、地
球
環
境
基
金
は
助
成
事
業
と
振
興
事
業
を

通
し
、こ
れ
ら
の
要
望
に
応
え
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

創
設
期
の
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
実
態

　

地
球
環
境
基
金
創
設
当
時
の
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
実

態
を
知
る
資
料
に
、環
境
庁
が
92
年
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
４
章
47
ペ
ー
ジ
参
照
）、な
ら
び

に
地
球
環
境
基
金
が
94
年
末
か
ら
95
年
初
め
に
か

け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
、95
年
３
月
に
公
表
し
た

『
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
総
覧
｜
全
国
民
間
環
境
保
全
活

動
団
体
の
概
要
｜
』が
あ
り
ま
す
。

　

基
金
発
行
の『
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
総
覧
』の
目
的
は
、

環
境
保
全
活
動
を
行
って
い
る
民
間
団
体
の
概
要

（
所
在
地
や
活
動
形
態・内
容
等
）を
調
べ
て
総
覧

と
し
て
ま
と
め
、行
政
や
大
学
等
研
究
機
関
、環
境

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。ア

ン
ケ
ー
ト
は
９
４
６
５
団
体
に
送
付
し
、回
答
し
た

４
５
０
６
団
体（
有
効
回
収
率
47
．６
％
）の
デ
ー
タ

を
掲
載
。調
査
の
結
果
、①
環
境
保
全
を
主
目
的

と
し
て
い
る
団
体
は
約
３
分
の
１
に
と
ど
ま
る
、②

活
動
形
態
は
実
践（
74・６
％
）と
普
及
啓
発（
69・

９
％
）が
メ
イ
ン
、③
活
動
地
域
は
同一市
町
村
の
区

体
は
も
と
よ
り
、企
業
や
市
民
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
国

民
全
体
に
よ
る
主
体
的
な
取
組
み
が
不
可
欠
と

い
う
認
識
の
下
、企
業
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
連
携
活

動
を
支
援
す
る
た
め
に
発
足
さ
せ
た
の
が
、「
環

境
事
業
団・環
境
保
全
活
動
促
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（E
nvironm

ental A
ction F

acilitating 

N
etw

ork

）」で
す
。

　

96
年
８
月
１
日
、東
京・青
山
に
あ
る
地
球
環
境

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
の
会
議
室
に
67
団
体・

約
80
名
が
集
ま
り
、発
足
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。発
足
時
の
会
員
数
は
企
業
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
、自

治
体
等
を
含
め
１
０
０
を
数
え
、当
初
幹
事
を
務

め
た
の
は
、企
業
側
は
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル（
株
）、伊
藤

忠
商
事（
株
）、安
田
火
災
海
上（
株
）等
の
11
社
、Ｎ

Ｇ
Ｏ
側
は
環
境
市
民
、（
財
）日
本
野
鳥
の
会
、日
本

リ
サ
イ
ク
ル
運
動
市
民
の
会
等
12
団
体
で
し
た
。

　

活
動
内
容
は
、年
間
を
通
し
て
複
数
回
開
催
さ

れ
る「
研
究
会
」と「
幹
事
会
」、年
１
回
開
催
さ
れ

る「
環
境
保
全
促
進
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
集
い
」、

そ
し
て
パ
ソ
コ
ン
通
信
に
よ
る
イ
ベン
ト・ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
情
報
の
発
信
等
で
し
た
。研
究
会
は
会
議
室
で

開
催
す
る
だ
け
で
な
く
、ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル（
株
）東
京

工
場
や
東
日
本
旅
客
鉄
道（
株
）上
野
駅
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
等
の
現
場
を
見
学
し
な
が
ら
実
施
し

て
い
た
こ
と
も一つ
の
特
徴
で
す
。

　
「
環
境
事
業
団・環
境
保
全
活
動
促
進
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」は
そ
の
後
も
活
動
を
続
け
ま
し
た
が
、一

通
り
の
取
組
み
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、２
０
０
１

年
そ
の
役
割
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

域
内
が
３
１
４
３
団
体（
69・７
％
）と
圧
倒
的
多
数

で
あ
る
、と
い
う
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

活
動
地
域
に
つ
い
て
は
、「
国
内
全
般
」と
す
る
団

体
が
４
２
７
団
体（
９・５
％
）「
海
外
」が
２
８
３
団

体（
６・３
％
）あ
り
、比
率
と
し
て
は
少
な
い
も
の

の
、す
で
に
全
国
的・国
際
的
に
活
動
し
て
い
る
団

体
も
数
多
く
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

地
球
環
境
基
金
の
助
成
事
業
は
、こ
う
し
た
民

間
団
体
を
対
象
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。

　

基
金
創
設
後
、最
初
の
10
年
間
に
地
球
環
境

基
金
が
行
っ
て
き
た
様
々
な
取
組
み
の
中
か
ら
、

「
連
携
の
仕
組
み
づ
く
り
」と「
広
報
活
動
」を

取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

で
の
発
言
を
紹
介
し
、基
金
が
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活

動
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
か

を
振
り
返
り
ま
す
。

協
働・連
携
の
た
め
の

先
進
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　

地
球
環
境
問
題
の
解
決
に
は
、国・地
方
自
治

　

今
日
、公
的
機
関・企
業・市
民・Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
協

働・連
携
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
先
進
的

な
取
組
み
が
地
球
環
境
基
金
の
創
設
数
年
後
に

始
ま
っ
て
い
た
の
は
、特
筆
す
べ
き
こ
と
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

基
金
周
知
の
た
め
に

活
発
な
広
報
活
動
を
展
開

　

地
球
環
境
基
金
は
政
府
主
導
で
創
設
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、一
般
国
民
に
そ
の
存
在
が
周
知
さ

れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。ま
た
、助
成

先
で
あ
る
民
間
団
体
の
活
動
が
メ
デ
ィ
ア
に
と
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、地
球

環
境
基
金
自
体
が
紹
介
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、国
民
全
体
で

環
境
保
全
活
動
を
推
進
し
、広
く
民
間
か
ら
寄

付
を
募
る
に
は
、基
金
の
存
在
や
目
的
を
よ
り
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ

こ
で
、地
球
環
境
基
金
は
積
極
的
な
広
報
活
動
を

展
開
。中
に
は
、基
金
創
設
の
目
的
に
賛
同
し
た

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
タ
レ
ン
ト
の
方
々
が
、善
意
で
広

報
活
動
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　

例
え
ば
、基
金
創
設
の
翌
年
94
年
８
月
に
は
地

球
環
境
基
金
支
援
イ
ベ
ン
ト「
ハ
ウ
ン
ド
ド
ッ
グ
夢

の
島
１
９
９
４
」（
主
催
：
読
売
新
聞
社
・エ
フ
エ

ム
東
京
）が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。会
場
に
は
約

３
万
５
０
０
０
人
の
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
、コ
ン
サ
ー
ト

の
他
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
環
境
ク
イ
ズ
、ハ
ウ
ン

■環境ＮＧＯ総覧（1995年3月発行）

同一市町村の区域内 69.7%

活動の地域（複数回答）

調査票発送数9，465団体（有効回答数4，506団体・有効回答率47.6％）

同一都道府県の区域内 27.4%

複数の都道府県の区域内 6.9%

国内全般 9.5%

海外 6.3%

その他 2.7%

公害の防止 25.4%

環境保全に関する活動の目的（複数回答）

自然環境保全 72.8%

地球環境保全 37.2%

その他の環境保全 25.8%

実践 74.6%

活動形態（複数回答）

普及啓発 69.9%

調査研究 40.1%

他団体の活動支援 30.9%

その他 32.8%

環境保全が主目的 32.9%

団体の目的

主目的ではないが活動の柱のひとつ 67.1%

98年３月12日、アサヒビール東京工場見学

98年７月10日、上野駅リサイクルセンター見学

20年の軌跡yearsThe history of      

2002年９月３日、ヨハネ
スブルグサミットで持続可
能な開発のための人材育
成の重要性を強調し、教
育の10年プロジェクトの
実施を提案した小泉純一
郎総理。サントン会議場
で記者会見する小泉総理
と、同行した大木浩環境
大臣、川口順子外務大臣
（写真提供：共同通信社）

3創設後10
年
間
の

動
向



2020 年の軌跡21

ド
ド
ッ
グ
の
メ
ン
バ
ー
が
愛
用
す
る
楽
器
の
オ
ー
ク

シ
ョン
等
が
行
わ
れ
、こ
れ
ら
イ
ベン
ト
の
収
益
金
が

地
球
環
境
基
金
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。リ
ー
ダ
ー

の
大
友
康
平
さ
ん
は
広
報
誌『
地
球
環
境
基
金
便

り
』第
３
号（
94
年
12
月
６
日
発
行
）に
次
の
よ
う

な
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
「
恒
例
と
な
っ
た
真
夏
の
コ
ン
サ
ー
ト
。今
年
は

『
原
点
に
戻
ろ
う
』と
、90
年
の
ス
タ
ー
ト
時
と
同

じ
夢
の
島
公
園
で『
地
球
環
境
基
金
支
援
イ
ベ
ン

ト
』と
し
て
地
球
へ
の
愛
を
訴
え
た
。『
ロッ
ク
に
環

境
問
題
は
似
合
わ
な
い
』と
い
う
声
も
あ
る
か
も

知
れ
な
い
が
、俺
達
は
そ
う
思
って
い
な
い
。誰
だ
っ

て
ひ
と
つ
し
か
な
い
地
球
に
生
き
て
い
る
ん
だ
し
、

そ
の
地
球
が
ヤ
バ
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
は

身
近
に
感
じ
て
い
る
。た
だ
、ひ
と
り
じ
ゃ
何
も
で

き
な
い
か
ら
無
関
心
な
ふ
り
を
し
て
い
る
。そ
ん

な
若
者
に
、俺
達
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
い
。一人

一
人
の
力
が
結
合
し
て
大
き
な
力
に
な
る
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
。大
げ
さ
か
も
し
れ
な
い
が
、ロッ
ク
に

は
そ
の
力
が
あ
る
と
思
う
。『
夢
の
島
』の
イ
ベン
ト

を
き
っ
か
け
に
地
球
環
境
基
金
を
知
っ
た
。こ
の
地

球
が
俺
達
に
と
って
夢
の
島
で
あ
り
つ
づ
け
る
よ
う

に
、地
球
環
境
基
金
に
が
ん
ばって
ほ
し
い
」

　

ま
た
、毎
年
６
月
５
日
の「
環
境
の
日
」に
は
、全

国
で
募
金
キ
ャ
ンペ
ー
ン
を
行
って
い
ま
し
た
が
、96

年
の「
環
境
の
日
」に
は
歌
手
の
ア
グ
ネ
ス・チ
ャ
ン

さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
キ
ャ
ンペ
ー
ン
活
動
に
参
加

し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、多
く
の
方
々
の
協
力

を
得
な
が
ら
、基
金
の
目
的
や
活
動
を
広
報
す
る

助
成
財
団
と
も
協
働
を
図
り
、活
動
を
詳
し
く

知
ら
せ
て
い
く
仕
掛
け
が
必
要
だ
。

・10
年
間
全
体
と
し
て
資
金
規
模
、支
援
規
模
を

守
れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

・調
査・研
究・提
言
能
力
を
身
に
つ
け
ね
ば
な
ら

ぬ
が
地
球
環
境
基
金
に
協
力
し
て
ほ
し
い
。

・地
球
環
境
基
金
は
画
期
的
な
仕
組
み
だ
が
、Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
自
立
し
て
い
な
い
と
い
う
日
本
な
ら
で

は
の
特
殊
性
だ
。と
は
言
っ
て
も
、基
金
の
お
か

げ
で
活
動
基
盤
が
で
き
つ
つ
あ
る
の
は
確
か
だ
。

　

地
球
環
境
基
金
の
主
た
る
事
業
で
あ
る
助
成

事
業
は
、時
代
を
経
る
に
従
っ
て
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。創
設
10
周
年
以
降

の
地
球
環
境
基
金
の
取
組
み
を
、助
成
事
業
の
観

点
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。

よ
り
良
い
支
援
の
た
め
に
活
動
実
績
を
評
価

　

地
球
環
境
基
金
の
助
成
事
業
は
、環
境
問
題

を
取
り
巻
く
社
会
の
変
化
や
国
の
環
境
行
政
の

と
と
も
に
、環
境
意
識
の
啓
発
に
努
め
ま
し
た
。

10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

03
年
11
月
27
日
、東
京・青
山
の
国
連
大
学・環

境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
で
、地
球
環
境
基

金
創
設
10
周
年
記
念「
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
集
い
〜
持

続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て
〜
」を
開
催
し
ま
し

た
。当
日
は
、地
球
環
境
基
金
運
営
委
員
長
の
近

藤
次
郎
氏
に
よ
る
基
調
講
演
、地
球
環
境
基
金
助

成
専
門
委
員
会
主
査
の
廣
野
良
吉
氏
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、そ
し
て
38
の
環
境
Ｎ

Ｇ
Ｏ・Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
参
加
し
た
、６
つ
の
分
散
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
分
散
会
で
は
、Ｎ
Ｇ
Ｏ

活
動
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
や
提
言
が
あ
り
ま
し

た
が
、こ
こ
で
は
地
球
環
境
基
金
に
関
す
る
も
の
を

ピッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
お
き
ま
す
。

・
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、市
民
運
動
に
か
な
り
効
果
が

あ
っ
た
。

・申
請
案
件
に
対
す
る
選
択
基
準
が
一
貫
し
て
い

る
こ
と
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
独
立
性
を
尊
重
し
て
き
た
こ

と
、日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
国
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
連
携
の

意
義
を
認
め
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
た
い
。

・Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
は
地
球
環
境
基
金
の
助
成
な
し
で

は
難
し
か
っ
た
。し
か
し
、残
念
な
こ
と
に
、基
金

の
活
動
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た

い
状
況
だ
。

・Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
地
球
環
境
基
金
、さ
ら
に
は
民
間
の

動
向
等
に
対
応
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、助
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
採
択
は
、地
球
環
境
基
金
助
成

専
門
委
員
会
の
厳
し
い
審
査
を
経
て
決
定
さ
れ

ま
す
。

　
２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
助
成
事
業
に
対
す
る

評
価
、つ
ま
り「
助
成
プ
ロ
ジ
ェク
ト
は
実
際
に
、ど

の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
の
か
」と
い
う
観
点

が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。助
成

プ
ロ
ジ
ェク
ト
は
多
分
野
に
わ
た
り
、活
動
形
態
も

様
々
で
す
。成
果
を一様
に
評
価
し
に
く
い
面
も
あ

り
ま
す
が
、06
年
か
ら
地
球
環
境
基
金
評
価
専
門

委
員
会
に
よ
る「
助
成
事
業
の
評
価
」と
い
う
取
組

み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
年
度
に
、

「
計
画
の
妥
当
性
」「
実
施
プ
ロ
セ
ス
」、そ
し
て

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
」の
観
点
か
ら
総
合
的
に

判
断
し
、評
点
Ａ（
極
め
て
高
く
評
価
で
き
る
水

準
）〜
評
点
Ｅ（
極
め
て
不
十
分
な
水
準
）の
５
段

階
で
評
価
し
ま
す
。評
価
を
行
う
の
は
、地
球
環

境
基
金
評
価
専
門
委
員
会
に
属
す
る
第
三
者
の

専
門
家
で
、２
〜
３
人
が
１
チ
ー
ム
と
な
り
各
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
。過
去
６
年
間
の
評
価
結
果
を

グ
ラ
フ（
前
ペ
ー
ジ
参
照
）で
示
し
ま
す
が
、総
計
54

件
に
対
し
て
評
点
Ａ
が
22
件（
40・７
％
）、こ
れ
に

評
点
Ｂ
を
加
え
る
と
合
計
37
件（
68・５
％
）と
な

り
、実
施
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
水
準
の
高
さ
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

評
価
で
得
ら
れ
た
結
果
は
、プ
ラ
ス
面（
成
果・

効
果
）・マ
イ
ナ
ス
面（
問
題
点・課
題
）の
す
べ
て
を

■10周年記念イベント・プログラム

10：00 開会
 主催者挨拶：環境事業団 理事長 田中健次
 共催者挨拶：国連大学 学長 ハンス・ファン・ヒンケル
 来賓挨拶：環境省 事務次官 炭谷 茂
10：20 基調講演
　　　　　「持続可能な社会を目指して」地球環境基金運営委員長 近藤次郎
11：15 分散会：環境 NGO による活動事例発表及び討議（６分野）
12：15 昼食
13：15 分散会（続き）
15：15 全体会：シンポジウム「環境 NGO 活動の未来を開くには！」
 コーディネーター：地球環境基金助成専門委員会 主査 廣野良吉
 パネリスト：熊岡路矢 （特非）日本国際ボランティアセンター代表理事
   高見邦雄 （特非）緑の地球ネットワーク事務局長
   吉田正人 （財）日本自然保護協会常務理事
   藤井絢子   菜の花プロジェクトネットワーク会長
   杦本育生 （特非）環境市民代表
   阿部　治　「持続可能な開発のための教育の10 年」推進会議運営委員長
17：00 閉会のことば
 環境事業団 理事 加納正弘

■過去6年間の評価結果

評点A：極めて高く評価できる水準・状況・結果

評点B：ある程度高く評価できる水準・状況・結果

評点C：普通の水準・状況・結果

評点D：やや不満足な水準・状況・結果

評点E：極めて不十分な水準・状況・結果

平 均

2011

2010

2009

2008

2007

2006

20年の軌跡yearsThe history of      

100％80％60％40％20％0％

A B C D

4進化する助成事業

2012年６月20～22日の３日間、ブラジルのリオデジャネイロで開催された「国連持続可能な開発会議（リオ＋２０）」。
写真は会場のリオ・セントロ・パビリオンに集結した各国の首脳。中央の赤いスーツを着た女性が議長を務めたルセーフ・ブラジル大統領。右隣は藩国連事務総長。
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次
年
度
以
降
の
助
成
事
業
の
参
考
に
す
る
と
と
も

に
、助
成
金
交
付
要
領
や
審
査
方
針
に
も
反
映
。

地
道
な
取
組
み
で
す
が
、「
成
果
を
示
す
」と
い
う

時
代
の
要
請
に
応
え
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
現

在
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

助
成
対
象
の
裾
野
を
広
げ
る

「
入
門
助
成
」の
新
設

　

地
球
環
境
基
金
の
助
成（一般
助
成
）は
、国
と
し

て
支
援
す
べ
き
先
進
性
や
波
及
効
果
の
高
い
広
域

的
な
活
動
を
行
う
団
体
を
対
象
と
し
て
き
ま
し

た
。し
か
し
、助
成
先
が
固
定
化
す
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
、08
年
度
よ
り
入
門
助
成（
旧
称・発
展

助
成
）が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。地
球
環
境

基
金
か
ら
助
成
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
団
体
が
対

象
で
、団
体
発
足
後
１
年
以
上
の
活
動
実
績
が
あ

り
、活
動
範
囲
が
狭
い
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い
て
も

助
成
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、入
門
助
成
で
得
ら
れ
た
知
識・経
験
を

活
か
し
、将
来
は一般
助
成
対
象
と
な
る
こ
と
へ
の

期
待
を
込
め
た
制
度
と
も
言
え
ま
す
。助
成
期
間

は
１
年
間
の
み
で
す
が
、入
門
助
成
で
経
験
と
実

績
を
積
ん
だ
団
体
に
つい
て
は
、次
年
度
以
降
、一般

助
成
に
お
い
て
実
績
の
あ
る
団
体
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
ま
す
。 

　

新
設
時
の
08
年
度
に
は
37
件
の
プ
ロ
ジェク
ト
が

採
択
さ
れ
、12
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
累
計
１
８
６

件
の
プ
ロ
ジェク
ト
が
入
門
助
成
と
し
て
採
択
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

助
成
事
業
と
と
も
に
基
金
の
重
要
な
事
業
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
振
興
事
業
。詳
し
く
は
４

章「
20
年
の
実
績
と
成
果
Ｐａｒ
ｔ
2
」（
58
ペ
ー
ジ

〜
）に
記
載
し
て
い
ま
す
が
、こ
こ
で
は
20
年
を
振

り
返
る
た
め
に「
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ（・Ｎ
Ｐ
Ｏ
）活
動
状
況

調
査
」と「
研
修・講
座
」の
推
移
を
紹
介
し
ま
す
。

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ・Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
い
ま
が
分
か
る

「
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ（・Ｎ
Ｐ
Ｏ
）活
動
状
況
調
査
」

　

93
年
の
地
球
環
境
基
金
創
設
時
か
ら
実
施
し
て

い
る「
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ（・Ｎ
Ｐ
Ｏ
）活
動
状
況
調
査
」。

調
査
結
果
は
、『
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
総
覧
』と
し
て
発
行

し
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
上
で
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、ス

タ
ッ
フ
数
や
活
動
資
金
、活
動
分
野
、活
動
地
域
、

活
動
内
容
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、次
の
よ
う
な
情
報

を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
数
。98
年
12
月
に
施

行
さ
れ
た
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
を
契
機
に
、

そ
れ
ま
で
任
意
団
体
と
し
て
活
動
し
て
い
た
団
体

が
法
人
格
を
取
得
し
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
数
が
増
え

て
い
き
ま
す
。01
年
の「
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ（・Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

活
動
状
況
調
査
」で
は
、４
１
３
２
団
体
か
ら
有

効
回
答
を
得
て
い
ま
す
が
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
１
７
９

団
体
、そ
の
他
法
人
３
２
９
団
体
、そ
し
て
任
意
団

体
は
３
６
２
４
団
体
で
あ
り
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
比

率
は
わ
ず
か
４・９
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。し

か
し
、最
新
の
調
査（
09
〜
12
年
）で
は
、有
効
回

答
４
８
１
８
団
体
の
う
ち
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
２
３
４
１

団
体
、そ
の
他
法
人
４
９
１
団
体
、任
意
団
体

１
９
８
６
団
体
、無
回
答
１
０
７
団
体
と
な
って
お

り
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
比
率
は
48・６
％
と
約
半
分
を

占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、調
査
活
動

を
も
と
に
経
時
的
な
状
況
変
化
を
と
ら
え
る
こ
と

も
可
能
と
な
り
、例
え
ば「
団
体
の
目
的
」「
活
動

形
態
」「
活
動
地
域
」の
３
点
に
つ
い
て
比
較
す
る

と
、デ
ー
タ
の
区
分
方
法
に
若
干
の
違
い
は
あ
り
ま

す
が
、概
ね
次
の
こ
と
が
言
え
ま
す
。

・環
境
保
全
を
目
的
と
す
る
団
体
と
、主
目
的
で

は
な
い
が
活
動
目
的
の
一つ
と
す
る
団
体
の
割
合

が
逆
転
。環
境
保
全
を
目
的
と
す
る
団
体
が
32・

9
％
か
ら
66・8
％
に
増
加
し
た
。

・活
動
形
態
は
実
践
型
が
中
心
で
、こ
の
傾
向
は
変

ら
な
い
。

・活
動
地
域
は
、同
一
市
町
村
内・同
一
都
道
府
県
内

と
す
る
団
体
の
割
合
が
減
少
。活
動
地
域
が
拡
大

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ・Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
最
新
の
組

織
や
活
動
情
報
だ
け
で
な
く
、そ
の
変
遷
を
デ
ー

タ
と
し
て
蓄
積・整
備
し
、情
報
提
供
し
て
き
た
こ

と
も
、地
球
環
境
基
金
の
20
年
の
実
績
の一つ
で
す
。

「
研
修・講
座
」の
体
系
、内
容
の
変
遷

創
設
当
初
の
研
修・講
座

　

地
球
環
境
基
金
が
創
設
さ
れ
た
93
年
は
、環
境

Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
概
要
や
事
例
報
告
を
主
体
と
し
た

研
修
会
を
全
国
５
カ
所（
仙
台・東
京・横
浜・名
古

屋・北
九
州
）で
開
催
。本
格
的
な
事
業
展
開
は
94

年
度
以
降
と
な
り
ま
す
が
、当
時
は一般
市
民
向
け

に「
体
験
し
て
み
よ
う
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
」「
企
業

人
の
た
め
の
体
験
講
座
」「
環
境
に
や
さ
し
い
食
生

活
」「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
キ
ー
講
座
」等
の
講
座
も
開

設
し
て
い
ま
し
た
。96
年
度
に
な
る
と
、環
境
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
日
々
の
活
動
に
役
立
つ
実
践
的
講
座（
パ
ソ
コ
ン

通
信
講
座
、ホ
ー
ムペ
ー
ジ
作
成
講
座
、チ
ラ
シ
づ
く

り
講
座
、Ｐ
Ｃ
Ｍ
講
座
）が
ス
タ
ー
ト
し
、そ
の
後
も

さ
ら
に
強
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
Ｐ
Ｃ
Ｍ
＝
プ
ロ
ジェク
ト・サ
イ
ク
ル・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
略
。

「
地
球
環
境
市
民
大
学
校
」の
発
足

　

97
年
度
か
ら
新
た
に
発
足
し
た「
地
球
環
境
市

民
大
学
校
」。こ
れ
は
、環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
そ
の
役
割

を
十
分
に
果
た
す
に
は
、「
資
金
的
基
盤
」の
強
化

と
と
も
に「
人
材
の
確
保
」が
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
か
ら
、人
材
育
成
を
主
眼
と
し
て
企
画
さ
れ
た

研
修・講
座
で
す
。具
体
的
に
は
、活
動
ス
タ
ッフ
向

け
の「
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
講
座
」、一般
市
民
向
け
の

「
市
民
講
座
」、そ
し
て「
海
外
派
遣
研
修
」の
３
つ

に
目
的
別
に
体
系
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

■環境NGO総覧推移
（注）平成21～24（2009～2012）年度はオンラ
イン・データベースのデータを活用。調査は以下の
ように行われています。
平成21（2009）年度：北海道・中国・四国・九州地域
平成22（2010）年度：関東地域
平成23（2011）年度：中部・近畿地域
平成24（2012）年度：東北地域

調査数
平成16年版（2004年）

11,075
平成21～24（2009～2012）年度

24,580
平成13年版（2001年）

14，390
平成10年版（1998年）

11，595
平成７年版（1995年）

9，465
回収数（掲載数） 3,996（3,914） 7,191（4,818）5,099（4,132）4，2274，506
回収率 36.10％ 29.25%35.40％36.40％47.60％
NPO団体数 954 2,341179̶̶
その他団体数 277 491329̶̶
任意団体数 2，683 1,9863,624̶̶

活動形態

実践 74.6%
75.4%

活動の地域

同一市町村の区域内（団体所在地の市町村内）

69.7%
35.9%

（団体所在地の市町村内を含む近隣複数の市町村）
16.8%

同一都道府県の区域内（団体所在地の都道府県全域）

27.4%
19.6%

複数の都道府県の区域内（団体所在地の都道府県全域を含む近隣複数の都道府県）

6.9%
7.9%

国内全域

9.5%
8.9%

海外（国内と海外地域）

6.3%
7.3%

その他

普及啓発 69.9%
59.2%

調査研究 40.1%
31.1%

他団体の活動支援 30.9%
18.1%

ネットワーク型 8.8%

政策提言 9.7%

その他 4.4%
13.3%

団体の目的

注：活動の地域の(　）内は、2009～2012年調査の表記です。

主目的ではない

環境保全を目的とした

■研修・講座推移
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1

2.7%

■創設期と現在のNGO・NPO実態比較

※

1995年 2009～2012年

1995年

67.1%

32.9%

2009～2012年

33.2%

66.8%

5基金のも
う一つ
の
柱

「
振
興
事
業
」
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「
地
球
環
境
市
民
大
学
校
」は
、環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や

関
係
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
内

容
を
改
良
し
つつ
02
年
度
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

研
修・講
座
を
再
編

　

03
年
度
以
降
、そ
れ
ま
で一
般
市
民
向
け
に
開

催
し
て
い
た
各
講
座
は「
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
」

「
協
働
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」等
の
環
境

Ｎ
Ｇ
Ｏ・Ｎ
Ｐ
Ｏ
向
け
講
座
に
再
編
し
、一般
市
民
向

け
に
は
全
国
を
６
ブ
ロック
に
分
け
て
開
催
す
る「
環

境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
市
民
の
集
い
」に
集
約
し
ま
し
た
。

　

09
年
度
か
ら
は
、人
材
の
育
成
に
よ
り
力
点
を

お
き
、環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ・Ｎ
Ｐ
Ｏ
向
け
講
座
を
、組
織
運

営
や
専
門
性
の
向
上
等
、分
野
別
戦
略
講
座
と
地

域
の
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ・Ｎ
Ｐ
Ｏ
向
け
の
講
座
に
再
編
し
、

今
日
に
至
って
い
ま
す
。

　

地
球
環
境
基
金
は
、こ
の
20
年
間
わ
が
国
の
環

境
Ｎ
Ｇ
Ｏ・Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
育
成
を
目
的
に
事
業
を
展

開
し
、大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。今
後

は
、社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
ビ
ジ
ョ
ン
を
明

確
に
し
た
上
で
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

データで見る推移 1 助成金額と件数の変遷

　地球環境基金は、助成事業の実施に際しては、対象とする活動区分を３タイプ、助成の種類を２タイプに分類しています。
【対象とする活動区分】
イ：国内民間団体による開発途上地域の環境保全のための活動
ロ：海外民間団体による開発途上地域の環境保全のための活動
ハ：国内民間団体による国内の環境保全のための活動
【助成の種類】
①一般助成　②入門助成　＊特別助成（通常は、一般助成と入門助成に分類されていますが、年度によっては特別助成として別枠で募集しています）

　この20年間の実績は、採択件数が３，８２5件・助成金額が約１３１億円。イ・ロ・ハ案件別に見ると、02年度までの前期は助成金額ではイ・ロ案件の総計がハ
案件を上回っていましたが、03年度以降は逆転。20年間の総計では、助成金額・助成件数ともにハ案件の占める割合が多くなっています。また、過去20年
間で助成金額・助成件数が最も多かったのは00年度で、補正予算において国庫補助が増額されたのを受け、特別枠として３分野84件・１億２，７００万円が追
加されたことにより、総計で３００件・８億７４００万円となりました。年平均では１９１件・６億5，7００万円の助成が実施されたことになります。

20年間で３，８２５件、約１３１億円を助成

（年度）
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単位：百万円　（　）内は採択件数
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（14）
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助成採択件数
合計

3，825（件）

イ案件
1，195

ロ案件
262

ハ案件
2，368

助成金額
合計

13，144
（百万円）

イ案件
5，254

ロ案件
986

ハ案件
6，904

●20年間の総計 勉
強
会
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施

　

13
年
４
月
、次
の
20
年
に
向
け
た
ス
テ
ッ
プ
と
す

る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム「
地
球
環
境
基
金

の
あ
り
方
検
討
チ
ー
ム
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。５

月
か
ら
７
月
に
か
け
て
環
境
分
野
の
有
識
者
を
招

き
、「
行
政
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ・Ｎ
Ｐ
Ｏ
」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
政
策
参

画
」等
を
テ
ー
マ
と
し
た
勉
強
会
を
９
回
、「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
社
会
的
役
割
及
び
社
会
的
責
任
」等
を
テ
ー

マ
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
2
回
実
施
し
て
い
ま

す
。有
識
者
の
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
立
場
か

ら
お
考
え
を
述
べ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、プ
ロ
ジェ

ク
ト
チ
ー
ム
か
ら
の
質
疑
に
対
し
て
も
有
意
義
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェク
ト
チ
ー
ム
が
検
討
す
る
課
題
は

多
岐
に
わ
た
って
い
ま
す
。「
助
成
事
業
の
あ
り
方

は
こ
の
ま
ま
で
良
い
か
」「
評
価
手
法
、評
価
サ
イ

ク
ル
は
適
切
か
」「
助
成
の
成
果
や
効
果
を
可
視
化

で
き
な
い
か
」「
研
修
事
業
と
助
成
事
業
の
相
乗

効
果
を
狙
う
に
は
ど
う
す
べ
き
か
」等
々
。こ
れ
ら

の
検
討
結
果
は
、勉
強
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
得

た
成
果
と
と
も
に
プ
ロ
ジェク
ト
チ
ー
ム
が
取
り
ま

と
め
、14
年
度
以
降
の
事
業
に
反
映
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

次
の
20
年
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン

　

上
記
に
示
す
よ
う
に「
次
の
20
年
に
向
け
て
」

と
題
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
定
し
ま
し
た
。20
周
年

を
迎
え
た
地
球
環
境
基
金
は
、次
の
よ
り
良
い
20

年
に
向
け
て
再
び
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

6明日の地球環境
基
金

次
の
20
年
に
向
け
て

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、市
民
一
人
ひ
と
り
の
思
い
や
志
を
行

動
に
変
え
、様
々
な
環
境
諸
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ・Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、現
場
で
の
活
動
を
通
じ
て
、こ
う

し
た
一
人
ひ
と
り
の
取
組
み
や
声
、行
動
を
結
び
つ
け
、社

会
の
共
感
を
得
な
が
ら
そ
の
取
組
み
の
輪
を
広
げ
、良
好

な
環
境
の
創
出
に
つ
な
げ
る
と
い
う
、大
き
な
役
割
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
の
輪
の
広
が
り
は
、そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
生
活
、文
化
、

経
済
を
背
景
と
し
た
地
域
で
の
も
の
か
ら
、多
様
な
考
え

方
や
生
活
文
化
を
持
つ
人
々
が
関
わ
る
国
際
的
、地
球
的

規
模
の
も
の
ま
で
、様
々
な
レ
ベ
ル
で
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ
の
核
と
な
る
べ
き
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ・Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
も
ま

た
、多
様
な
も
の
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
環
境
基
金
は
、環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ・Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
自
主
性
、自

立
性
、多
様
性
を
尊
重
し
つつ
、他
の
支
援
組
織
や
事
業

者
、行
政
と
協
力
し
、そ
の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、私
た
ち
の
将
来
の
世
代
に
、豊
か
に
生
き
る
基
盤
で
あ

る
地
球
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
、持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
貢
献
し
ま
す
。
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データで見る推移 2 助成活動分野の変遷

　創設当初の活動分野は「自然保護」「森林保全・緑化」「大気・水環境保全」等の７分野に区分されており、地球温暖化防止等の活動も、当時は「大気・水環境
保全」や「その他」に分類されていました。このように、活動分野の区分は時代とともに、また国の環境施策に対応する形で変遷しています。例えば、2000年
を見てみると、「地球温暖化対策推進法」施行（99年）・「食料・農業・農村基本法」制定（99年）を受け、新たな区分として「地球温暖化防止」「環境保全型農
業等」が、また「循環型社会形成推進基本法」制定（00年）を受け、従来の「リサイクル・廃棄物」が「循環型社会形成」に改称され新区分となっています。
　その後も、「自然保護」が「自然保護・保全・復元」に改称されたり、「地域環境管理」「日中韓三カ国環境協力」が廃止される等の経緯を経て、12年度時点
では「自然保護・保全・復元」「大気・水・土壌環境保全」等の10分野に区分されています。また、通常の活動分野とは別に、以下の案件が特別助成の対象とな
りました。「循環型社会形成」「日中韓三カ国環境協力」「環境保全活動情報基盤整備」（00年度）、「ヨハネスブルグサミット」（02年度）、「北海道洞爺湖サ
ミット」（08年度）、「東日本大震災に関連する環境保全活動」「リオ＋20」（11年度）。

時代とともに変わる活動分野

（年度）

300
件

●「
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
」施
行 

●
第
1
回
日
中
韓
三
カ
国
環
境
大
臣
会
合

●「
食
料・農
業・農
村
基
本
法
」制
定

●

愛・地
球
博

●

国
連「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
の
10
年
」ス
タ
ー
ト

●

地
球
環
境
基
金
創
設

●「
環
境
基
本
法
」制
定

●「
環
境
基
本
計
画
」閣
議
決
定

●

環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シッ
プ
プ
ラ
ザ
設
置

●

C
O
P
3
で
京
都
議
定
書
採
択

●「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
」制
定

●

第
２
次
環
境
基
本
計
画

●
ヨハ
ネ
ス
ブ
ル
グ・サ
ミッ
ト

●

京
都
議
定
書
締
結

●「
環
境
保
全
活
動・環
境
教
育
推
進
法
」制
定

●「
外
来
生
物
法
」制
定

●

第
３
次
環
境
基
本
計
画

●「
21
世
紀
環
境
立
国
戦
略
」閣
議
決
定

●

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミッ
ト

●「
生
物
多
様
性
基
本
法
」成
立

●

C
B
D
｜

C
O
P
　

10
で
名
古
屋
議
定
書
採
択

●

東
日
本
大
震
災

●

リ
オ
＋
20

●

国
連「
生
物
多
様
性
の
た
め
の
10
年
」ス
タ
ー
ト
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循環型社会形成（リサイクル・廃棄物）

環境保全活動情報基盤整備 日中韓三カ国環境協力 環境活動情報化

総合環境保全活動（その他）

その他の環境保全活動
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データで見る推移 3 活動地域

アジアを中心に世界69カ国で展開
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■国内地域別：ハ案件

【海外地域】
　海外を対象地域とした助成件数は総計１，４５9件。アジア・太平洋地域での活動を中心に、これまでに世界各地の69カ国で助成プロジェクトが展開されて
います。プロジェクトによっては複数の国・地域を対象とする場合もありますが、単独地域を対象とするプロジェクトでは、中国が１９２件でダントツの１位とな
っています。ただし、１９２件中１５５件が02年度までの前期に実施されており、03年度以降は大幅に減少しています。中国を除くと、アジアで多いのはフィリ
ピン（１０７件）、インドネシア（１０３件）、タイ（１０１件）、ベトナム（70件）の順となっています。他地域では、アフリカはケニア（32件）、中南米はブラジル（37
件）、そしてヨーロッパではロシア（30件）がそれぞれ最も多くなっています。詳細は資料編を参照してください。
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件）、そしてヨーロッパではロシア（30件）がそれぞれ最も多くなっています。詳細は資料編を参照してください。

イ案件 ロ案件

42
11

31
ヨーロッパ

137
26

111

アフリカ

1153

198

955

アジア

69
25

44
中南米

■海外地域別：イ案件、ロ案件
（単位：件）

【国内地域】
　国内の活動地域については、団体の所在地（地域ブロック）別にデータを表示しています。過去20年間の総計は2,369件で、関東ブロックが1,270件と最
も多く全体の53.6%を占めていますが、活動地域が関東ブロック内に限定されている訳ではありません。次いで多いのは近畿ブロック（336件/14.2%）、
中部ブロック（229件/9.6%）となっています。詳細は資料編を参照してください。

（単位：件）
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●近畿ブロック
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●九州ブロック
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ハ案件

●四国・中国ブロック
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●関東ブロック

1270

中部ブロック（229件/9.6%）となっています。詳細は資料編を参照してください。
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